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ア サ ー
テ ィ ブ ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 及 ぼす ア サ ー シ ョ ン ・ト レー ニ ン グの 効 果

The 　Effect　of 　Assertion　Training　on 　Japanese 　EFL ⊥earners
’Assertive　Communication

伊 東 武 彦 （大妻女 子 大学 ）

1 ．研 究 の 目的

　 ア サ
ー

テ ィ ブ ・
コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン （Assertive　Communication 、以 下 AC ）と は 、互 い を尊

重 し、双 方 の 意 見 の 違 い の 中 か ら歩み 寄 っ て 相 互 に納 得 で き る結 果 を導 き 出 そ うとす る コ ミ ュ

ニ ケ ーシ ョ ン の あ り方で あ る。AC の 思想 は 、1970 年代 の ア メ リカ の 女性 解放 運 動 の 中か ら誕

生 した 。 そ れ ま で 「第 2 の 性 」 と し て 自分 を男 性 の 次 に お い て きた 女性 た ちが 、 自分 自身 の た

め に 生 き る こ と を意 識 し始 め た こ とが 始 ま り で あ る 。 AC で は 自己 主 張 の あ り方 を 3 種 類 に 分

類 す る。 1）Aggressive ： 自分 の こ とだ け を 考 え、他 人 の 気持 ちを顧 み な い 自己 主張 、2）Non −

assertive ： 他 人 を優 先 し 、自分 の こ とを後 回 し に す る 自己 主 張、3）Assertive ： 自分 の こ と も考

え る が 、相 手 に も十 分 に配 慮す る 自己主 張 。
AC は 、 3）の 自己主 張 の あ り方 を理 想 と し て 、

「自

分 の 要 求や 意見 を 、相 手 に も尊重 し つ つ 、誠 実 に 、率 直 に 、対 等に 表 現す る 」 こ とを 目標 と し 、

心理 的 ス タ ン ス の 学習 と言 語 技術 の 習 得 を推進 す る。

　 AC の 実践 はこ れ まで 母語 教育 の 分 野 に 限 られ 、外 国語教育 に お ける研 究 例は 見 られ な い 。

しか し以 下 の 2 点 か ら、わ が 国 の 英語 教 育に お い て AC の 教 育法 を研 究 す る 意義 は 高 い と考 え

られ る。 1）日本 人 は 他 律的 コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン 志 向が 強 く、 自分 の 意 思や感 情を 明確 に伝 え る

こ と に 苦手意識 を 持 つ
。 2）特 に 英語 に よ る コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 場 で は 、英 語 の 使 用 と主 張的

な英語 文 化 の 人 々 を相 手 にす る こ と の 2 重 の ハ ン デ ィ に よ り
一

殺 と非主 張 的 な傾 向が 強 く な る 。

これ らは 異文化 間 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 上 の 大 き な 課 題 で も あ り、英 語 に よ る AC 能 力 育成 は 口

本 の 英語 教 育が め ざす べ き到 達 目標 の 1 つ で あ る と考 え られ る 。

　 本研 究で は 、大学 生 を被 験 者 と し て 以下 の 3 点 を 研 究 目的 とす る 。
1）日本 語 と英語 の コ ミ ュ

ニ ケーシ ョ ン に お け る ア サ ーテ ィ ブ の 得 点比 較 、2）AC 能力 を向上 させ る ア サ ーシ ョ ン
・ト レ

ー
ニ ン グ の 開発 、3）ア サ ーシ ョ ン ・ト レ ー ニ ン グ の 効 果測 定 と有効 性 の 検討 。
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仮説

被験者 の 日本語 と英語 の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン に お け る アサ
ー

テ ィ ブの 得 点を比 較 す る と、

英語 に お ける得 点 の 方 が低 い で あろ う。

英語 の ア サ
ー

シ ョ ン ・ト レ
ー

ニ ン グを実 施す る こ とに よ り、被験者 の ア サ
ー

テ ィ ブ の 得点

は 上昇 す る で あ ろ う。

3 ．方 法

1）事前 テ ス トと し て 、SCAT （Suganu 皿 a　Co皿 ic醜 rip 　Assertion 　Test）の 日本語 バ ージ ョ ン と英語

　バ ージ ョ ン を用 い る 。 SCAT は 各回答 を 、
三 種類 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン ・ス タイ ル （ア サー

　テ ィ ブ 、ノ ン ア サ ーテ ィ ブ 、ア グ レ ッ シ ブ ） に 峻別 す る 。
こ の 結 果 に よ り 、 H 英 そ れ ぞ れ の

　 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン にお け る ア サ
ー

テ ィ ブ の 得 点 を 比 較す る 。ま た 、英語 バ ージ ョ ン の 結果

　は 、被験者 をア サ ーテ ィ ブ 型 と ノ ン ア サ
ー

テ ィ ブ 型 の 2 つ の グル
ー

プ に 分 類 し 、ア サ
ー

シ ョ

　 ン ・ト レ
ー

ニ ン グ後 の 事 後テ ス トに よ り 、グ ル
ープ ご と の 効果 が 測定 され る ．
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2）ア サ ーシ ョ ン
・

トレ ー
ニ ン グを 実施す る。 7 っ の 言 語機 能 「依頼 を 断 る 」 「反 対 す る 」 「賞賛

　す る 1 「ア ドバ イ ス す る 亅 「依頼す る 」 「勧 誘す る 」 「希 望 を述 べ る 」 を扱 う。言語 機能 ご と に

　 4 つ の 段 階 を 取 る。  教師 は状 況 を 提 示 し 、 心理 的 ス タ ン ス に っ い て 被 験者 に話 し合 わ せ る。

　   そ の 状 況 に 合 っ た ア サ ーテ ィ ブ な対 応 を 、被 験者 に 英語 で 考案 さ せ る 。   教 師は 、ア サ ー

　テ ィ ブ な英語 表現 の 具体 例 を 提 示 し て 解説 す る 。 こ の 具 体例 に は 2 つ の 要素 が含ま れ る ： i ＞

　 言 語機 能 の 基 本的表現 、 if）ア サ ー
シ ョ ン 方 略。  被験者 は 、提 示 され た 具体例 を参 考 に し て

　 自己案 に修 正 を加 え た 後 ロ
ー

ル プ レ イ す る ．

3）事 後 テ ス トと し て 、SCAT の 英語 バ ージ ョ ン を用 い る 。 結果 を事 前 テ ス ト ト比 較す る こ とに

　 よ り、ア サ ーシ ョ ン ・ト レー ニ ン グ の 効 果 を測 定 し 、有効性 を検討 す る。

4 ，結論

1）結果

表 1 ；事 前テ ス トに お け る 日英バ ー ジ ョ ン 得点比 較 （n ＝ 64）

Cemmunication 　Style　　Japanese　version 　 English　version t’test

Assertive

Non ・assertive

Aggressive

11．566

．691

．75

IL166

．981

、86

nsnsns

Total　　　　　　　　　　　　　　　　　 20，00　　　　　　　　　　　20，00　　　　　　　　　　　　　 ns

　　 　　 　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　 ns ；not 　significant

表 2 ； 事 前 テ ス トと事後 テ ス トに お け る英 語 バ ・一
ジ ョ ン の 得 点比 較 （n ＝ 64）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Pre ・test　　　　　　　　 Post・test

Communication 　Style　　 English 　version 　　 Ellglish　version 　　　　　 t・test

Assertive

Non −
assertive

Aggressive

11、166

．981

．86

13．364

．911

．73

★ 需

★ 肉

ns

Total　　　　　　　　　　　　　　　　　 20，00　　　　　　　　　　　20．OO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
歯

p く ．05　
dek

　p く ．Ol
，
　nsl 　not 　significant

2）考 察

　事 前テ ス トに お け る SCAT 日英バ ージ ョ ン の 得点比較 の 結果 、両者 間に は 有意な 差 は 見 られ

ず 、仮説 1 は棄却 された 。 しか し、テ ス ト時 に実 施 した ア ン ケ
ー

ト調 査へ の 回 答か ら、英語 に

よ る ア サ
ー

テ ィ ブ ・コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン に 消極 的に な る 主 要因 は 、英 語 に よ る 自己表現技能 の

欠如 に ある こ とが示 唆 され た 。

　事 前 テ ス トと事後 テ ス トに 用 い た SCAT 英語 バ ージ ョ ン の 得 点比 較 の 結果 、事後 テ ス トで は

ア サ
ー

テ ィ ブ得 点が 上 昇 し、ノ ン ア サ ーテ ィ ブ 得点 が 減少 し た 。 そ れ ぞれ に 有意差 が確認 され 、

仮 説 llは 証 明 され た 。ア ン ケ
ー

ト調 査 に は 「心 理 的 ス タ ン ス や 英語 文 化 を考 慮 し て 答 え た 結果、

自然 と ア サ ーテ ィ ブ に な っ た 」 な ど の 回 答 が 寄せ られ 、ア サ ーシ ョ ン ・ト レ ー ニ ン グの 効 果 を

補 足説 明 し た。そ の
一

方 で 、「頭 で は 理 解 で き て も、現 実 の コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン の 場 面 で 実践 し

な い と定着 しな い 」 と の 声 も聞か れ た 。ア サ ーシ ョ ン
・ト レー ニ ン グ は 被験 者 の ア サ ーテ ィ ブ ・

コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 能 力 の 育 成 に
一定 の 効 果 を及 ぼ し、対人 関係 を 考慮 し て 適切 に 自己主 張 す

る 方法 に つ い て 考 え る機 会 を学生 に 提供 し た と思 われ る。
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